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研究成果の概要（和文）：【研究１】歯数と体力の減少はともに40歳から始まる。本研究は40歳以上の日本人地
域住民を対象とし、歯数・咬合と全身骨格筋肉量（SMM）およびその機能（10m歩行速度、握力）の関連について
交絡因子の影響を調整して、検討した。本研究により高齢者のみではなく中年期からも歯数減少が身体機能に影
響することが示唆された。
【研究２】先行研究は嚥下障害とその危険因子について、報告が異なっている。本研究は50-79歳の地域住民の
成人を対象に、嚥下障害の罹患率と危険因子について評価した。50歳以降では嚥下障害に対して、口腔乾燥と現
在歯数は年齢、生活習慣、既往歴よりも重要な可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：【Research 1】 The number of teeth and decline in physical strength starts 
at the age of 40. In this study, we examined the influence of confounding factors on the 
relationship between the number of teeth, the total skeletal muscle mass (SMM) and its function 
(walking speed 10 m, grip strength) for Japanese over 40 years old. This study suggests that 
decreasing the number of teeth affects physical functions not only from elderly people but also from
 middle age.
【Research 2】 In previous reports, prevalence of swallowing disorder and its risk factors were 
different. This survey was conducted on the prevalence of swallowing disorder and risk factor, for 
adults of local residents aged 50-79 years. It was suggested that xerostomia and teeth number are 
more important than age, lifestyle, and medical history for swallowing disorder over 50 years old.

研究分野： 老年医学
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１．研究開始当初の背景 
【研究１】40 歳から 79 歳にかけての日本人
地域住民における歯と身体機能の関係 
現在歯数と身体機能の低下はともに 40 歳

から始まるが、これまでの口腔内環境と身体
機能の疫学研究は 70 歳以降の高齢者のみを
対象としてきた。高齢化対策には、これらの
低下する中年期からの検討が重要となる。 

 
【研究２】日本人中高年の地域住民における
嚥下障害と口腔内環境の評価 
高齢化に伴う介護とその予防において、嚥

下障害の予防、早期発見とリハビリは重要な
課題である。先行研究では嚥下障害の罹患率
及び年齢、現在歯数、低栄養、生活習慣、既
往歴などの危険因子の報告が異なっている。 
 
２．研究の目的 
【研究１】本研究は 40 歳以上の日本人地域
住民を対象とし、歯数・咬合と全身骨格筋肉
量（SMM）およびその機能（10m 歩行速度、
握力）の関連について交絡因子の影響を調整
して、明らかにする。 
 
【研究２】本研究は嚥下障害とその危険因子
について 50-79 歳の地域住民を対象に、嚥下
障害の罹患率と危険因子について評価した。 
 
３．研究の方法 
【研究１】2013 年度岩木健康推進プロジェ
クト・プロジェクト健診の参加者 552 名の参
加者（男性：198 人、女性：354 人）を対象
とした。年齢、性別、教育年数、配偶者の有
無、生活習慣（喫煙や飲酒）および既往歴は、
自己記入式の質問票により調査した。口腔内
診査は歯科医師により、現在歯数と咬合支持
域（アイヒナー指数：臼歯部咬合の有無によ
り 3 クラスに分類）を測定した。10m 歩行速
度は通常歩行を指示し、計測した。握力は片
手ずつ 2 回測定し、高い方の値を用いた。
SMM は生体インピーダンス法により測定し
た。現在歯数と SMM、10m 歩行速度、握力
との関係について、SMM、10m 歩行速度、
握力を従属変数とし、現在歯数、年齢、BMI、
糖尿病・高血圧の有無、血清アルブミン濃度、
喫煙習慣、飲酒習慣、配偶者の有無、教育年
数を説明変数として、重回帰分析により分析
した。咬合支持域と SMM、10m 歩行速度、
握力との関係を共分散分析により交絡因子
の影響を調整して分析した。 
 
【研究２】2015 年度 岩木健康推進プロジェ
クト・プロジェクト健診の参加者 532 人（男
性 185 人、女性 347 人）とした。「お茶や汁
物でむせることはありますか」という質問に
該当した者、または RSST で異常所見を示し
た者を嚥下障害と定義した。統計解析では、
嚥下障害の有無を従属変数とし、現在歯数、
口腔乾燥の有無、年齢、BMI、アルブミン、
喫煙、飲酒、運動、糖尿病、高血圧、MMSE

を独立変数として、多重ロジスティック回帰
分析（強制投入法）を行った。 
 
４．研究成果 
【研究１】対象者の特徴として女性に比べて
男性で 10m 歩行速度は速く、握力、SMM お
よび BMI は高値を示していた。重回帰分析
では、現在歯数は 10m 歩行速度（女性 
p<0.01）及び SMM（男性 p<0.05）と有意
な関連を示した（表１）。 
 
表１. 現在歯数と身体機能 

    現在歯数 

    男性 女性 

10m 歩行 β -0.128  -0.157  

時間 (秒) P 値 0.088  0.007  

握力 (kg) β 0.092  -0.086  

  P 値 0.198  0.145  

全身骨格 β 0.111  -0.045  

筋肉量 (kg) P 値 0.031  0.400  

重回帰分析：従属変数を身体機能、説明変数

を現在歯数、交絡因子として年齢, BMI, 既往

歴の有無, 血清アルブミン濃度, 喫煙習慣, 

飲酒習慣, 運動習慣, 配偶者の有無, 教育歴, 

閉経の有無を調整した。 

 
共分散分析では 10m 歩行速度は咬合支持

域（女性のクラス A と C 間 p<0.05）と相関
していた（表２）。 
 

表２. アイヒナー指数と身体機能 

アイヒナ

ー指数 

10m 歩行

時間 (秒) 
握力 (kg) 

全身骨格

筋肉量 

(kg) 

男性       

Class A 4.4 ± 0.1 41.3 ± 0.6 49.5 ± 0.3 

Class B 4.4 ± 0.2 39.5 ± 1.4 49.3 ± 0.7 

Class C 4.5 ± 0.2 41.0 ± 1.5 48.2 ± 0.8 

        

女性       

Class A 4.6 ± 0.2  25.4 ± 0.2 35.4 ± 0.2 

Class B 4.7 ± 0.1 25.2 ± 0.5 35.5 ± 0.3 

Class C 5.0 ± 0.1 26.1 ± 0.5 35.6 ± 0.4 



共分散分析：交絡因子として年齢, BMI, 既往

歴の有無, 血清アルブミン濃度, 喫煙習慣, 

飲酒習慣, 運動習慣, 配偶者の有無, 教育歴, 

閉経の有無を調整した。 

女性の Class A と Class C で p < 0.05 
 
本研究の結果、女性では歯の喪失は握力と

の関連はなかったが 10m 歩行速度の危険因
子であることが明らかとなった。歯数減少が
歩行速度に影響を与えるメカニズムとして
噛みしめが歯根膜や咀嚼筋、顎関節から三叉
神経を経由し大脳皮質を介して遠隔的に筋
力へ影響していることが functional MRI を
用いた先行研究により報告されている。また
逆に身体機能の低下が口腔の衛生習慣を悪
化させて、歯数が減少する可能性も考えられ
る。また、生理的に男女で身体能力が異なる
ことが、口腔との関連でも影響したと考えら
れた。 
歯数の減少は、SMM の減少や歩行速度の

遅延化をもたらす可能性が示唆された。歩行
速度という QOL に大きく影響する機能の低
下がみられた点で女性では歯数の喪失を予
防することは、重要性がより大きいと考えら
れた。本研究により高齢者のみではなく中年
期からも歯数減少が身体機能に影響するこ
とが明らかになり、口腔の管理を早期より関
与することが重要と思われた。 
 
【研究２】嚥下障害は男性 33 人（17.8％）、
女性 76 人（21.9％）で観察された。多重ロ
ジスティック回帰分析により、口腔乾燥 (男
性：OR 3.683, P = 0.003, 女性：OR 1.797, 
P = 0.032) と男性における現在歯数 (OR 
0.946, P = 0.038) が嚥下障害に関連し、有意
差を示した（表３、表４）。 
 

表 3. ロジスティック回帰分析（男性） 

変数 OR 95% CI P 値 

現在歯数 0.946 0.898–0.997 0.038 

口渇 3.683 1.570–8.644 0.003 

年齢 1.041 0.972–1.115 0.248 

BMI < 20.0 

kg/m2 
0.856 0.198–3.707 0.836 

ALB 0.526 0.114–2.423 0.410 

喫煙習慣       

 なし 1   0.445 

 過去 1.956 0.594–6.422 0.270 

 現在 2.064 0.639–6.663 0.226 

運動習慣 1.477 0.558–3.910 0.432 

糖尿病 1.684 0.448–6.339 0.441 

高血圧 0.678 0.266–1.725 0.415 

定数 0.345   0.810 

Hosmer-Lemeshow analysis P = 0.109. 

 

表 4. ロジスティック回帰分析（女性） 

変数 OR 95% CI P 値 

現在歯数 1 0.967–1.035 0.983 

口渇 1.797 1.051–3.070 0.032 

年齢 1.031 0.986–1.077 0.186 

BMI < 20.0 kg/m2 0.622 0.306–1.264 0.189 

ALB 0.599 0.233–1.543 0.289 

喫煙習慣       

 なし 1   0.163 

 過去 0.567 0.207–1.553 0.270 

 現在 0.224 0.048–1.044 0.057 

運動習慣 1.448 0.814–2.578 0.208 

糖尿病 0.882 0.254–3.067 0.844 

高血圧 1.410 0.792–2.511 0.243 

定数 0.458   0.781 

Hosmer-Lemeshow analysis P = 0.526. 

 
結論：横断研究によって口腔内環境と嚥下障
害の関連を検証した。50 歳以降の地域住民の
成人においては嚥下障害に対して、口腔乾燥
と現在歯数は年齢、生活習慣、既往歴よりも
重要な可能性が示唆された。 
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